
 

 

政
令
第
三
百
四
十
六
号 

国
際
卓
越
研
究
大
学
の
研
究
及
び
研
究
成
果
の
活
用
の
た
め
の
体
制
の
強
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令

の
整
備
に
関
す
る
政
令 

内
閣
は
、
国
際
卓
越
研
究
大
学
の
研
究
及
び
研
究
成
果
の
活
用
の
た
め
の
体
制
の
強
化
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第

五
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項

並
び
に
文
部
科
学
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。 （

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
同
条
第
一
号
」
を

「
同
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
八
号
イ
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
八
号
イ
」
に
改
め

る
。 第

五
十
二
条
の
十
の
五
第
一
号
中
「
第
二
十
三
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
同
条
第
一
号
」



 

 

を
「
同
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
第
八
号
イ
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
八
号
イ
」
に
改

め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
三
条
第
十
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
号
」
に
改
め
る
。 

（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
二
の
五
の
項
中
「
第
二
十
三
条
第
十
一
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。 

（
文
部
科
学
省
組
織
令
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

文
部
科
学
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
七
条
第
十
六
号
中
「
関
す
る
こ
と
」
の
下
に
「
（
研
究
振
興
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

第
八
条
第
八
号
中
「
第
二
十
三
条
第
五
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
「
附
帯
す
る
業
務
」
の
下
に

「
並
び
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
」
を
加
え
、
同
条
中
第
二
十
号
を
第
二
十
一
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
九
号
ま

で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

九 

国
際
卓
越
研
究
大
学
の
研
究
及
び
研
究
成
果
の
活
用
の
た
め
の
体
制
の
強
化
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五



 

 

十
一
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

第
五
十
九
条
第
一
号
中
「
関
す
る
こ
と
」
の
下
に
「
（
研
究
振
興
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

第
六
十
三
条
第
五
号
中
「
第
二
十
三
条
第
五
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
「
附
帯
す
る
業
務
」
の

下
に
「
並
び
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
」
を
加
え
、
同
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第

六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

六 

国
際
卓
越
研
究
大
学
の
研
究
及
び
研
究
成
果
の
活
用
の
た
め
の
体
制
の
強
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ

と
。 

（
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
令
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
一
項
中
「
あ
る
者
」
の
下
に
「
（
外
国
人
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ
て

は
、
学
識
経
験
が
あ
り
、
か
つ
、
大
学
の
研
究
及
び
研
究
成
果
の
活
用
の
た
め
の
体
制
の
強
化
に
関
し
て
高
い
識
見
を
有
す

る
者
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
あ
る
者
」
の
下
に
「
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
別
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験

が
あ
り
、
か
つ
、
大
学
の
研
究
及
び
研
究
成
果
の
活
用
の
た
め
の
体
制
の
強
化
に
関
し
て
高
い
識
見
を
有
す
る
者
）
」
を
加



 

 

え
、
同
条
第
三
項
中
「
あ
る
者
」
の
下
に
「
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験
が
あ
り
、
か

つ
、
大
学
の
研
究
及
び
研
究
成
果
の
活
用
の
た
め
の
体
制
の
強
化
に
関
し
て
高
い
識
見
を
有
す
る
者
）
」
を
加
え
る
。 

第
四
条
第
一
項
中
「
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
」
を
「
（
外
国
人
で
あ
る
委
員
を
除
く
。
）
の
う
ち
か
ら
、
委
員
が
選
挙

す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
」
を
「
委
員
（
外
国
人
で
あ
る
委
員
を
除
く
。
）
の

う
ち
か
ら
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
」
に
改
め
る
。 

第
五
条
第
三
項
中
「
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
」
を
「
（
外
国
人
で
あ
る
委
員
を
除
く
。
）
の
う
ち
か
ら
、
当
該
分
科
会

に
属
す
る
委
員
が
選
挙
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
委
員
」
の
下
に
「
（
外
国
人
で
あ
る
委
員
を
除
く
。
）
」
を
加

え
る
。 

第
六
条
第
三
項
中
「
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
」
を
「
（
外
国
人
で
あ
る
委
員
を
除
く
。
）
の
う
ち
か
ら
、
当
該
部
会
に

属
す
る
委
員
が
選
挙
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
委
員
」
の
下
に
「
（
外
国
人
で
あ
る
委
員
を
除
く
。
）
」
を
加
え

る
。 第

八
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

審
議
会
は
、
会
議
を
開
き
、
議
決
す
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

 

一 

外
国
人
で
あ
る
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
外
国
人
で
あ
る
臨
時
委
員
の
数
が
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る

臨
時
委
員
の
総
数
の
五
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

二 
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
の
過
半
数
が
出
席
す
る
こ
と
。 

附 

則 

こ
の
政
令
は
、
国
際
卓
越
研
究
大
学
の
研
究
及
び
研
究
成
果
の
活
用
の
た
め
の
体
制
の
強
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日

（
令
和
四
年
十
一
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 




